
Welcome!
Learning current social issues in 

Australia

多文化共生社会の課題を英語で学ぶオーストラリア研修 
個別ガイダンス　10月14日（木） 

 

佐藤みどり（特任講師）総合文化研究科　国際交流センター　

midsato@g.ecc.u-tokyo.ac.jp  1



● このガイダンスは、参加できない学生のために録
画しています。

● 録画について了承願います。

● 質問時など、録画にうつりたくない参加者は録画
中は
確実にビデオをオフにしてください。

●



担当教員チーム

● MIDORI SATO, Dr.PH （公衆衛生　ロンドン大学衛生熱帯医学大学院）総合文化研究

科

● BERMAN NAOMI / BERMAN NAOMI. 学位, Ph．D（社会学）（シドニー大学）. 職名, 
特任講師. 所属, 大学総合教育研究センター学内共同教育研究施設語学教育推進 部
門 

● 博士課程TA 2−4名

● シドニー大学附属英語学校教員

● 外部講師数名　(University of Sydney, Central Queensland University Sydney Campu etc..) 



シドニー市とシドニー大学

■シドニー市
■オーストラリア最大都市
■人口 4,991,654人 = 2021年現在
■最古（1788年1月26日開基）都市
■ニューサウスウェールズ州都
■オーストラリア随一の港湾都市

シドニー大学

■オーストラリア最古の大学
■160年の歴史と伝統を持つ名門校
■インパクトランキング世界２位 (TIMES 

HIGHER EDUCATION RANKING）



シドニー大学付属英語学校 - CET (University of Sydney Centre of 
English Teaching) 

1. 1988年に設立 

2. CETでは、長期、短期どちらもプログラムも提供し、キャリアアップから、

進学、仕事や旅行で使える英会話まで、様々な学生に対応するコースを

提供 

3. CETは、国からELT教育認定制度（NEAS）の認定を受けた機関　（NEAS

は、オーストラリアの英語教育センターのための国家認定制度） 

4. CETは学生が大学や社会に出て成功するようしっかりとした教育プログ

ラムを提供していますので安心して勉強することが可能



国際研修とは？

1. 異なる言語・文化の環境に触れ、国際交流の現場を体験し、
グローバルな視野を養う 
 

2. 学生にとってのはじめての海外経験を後押しする科目

3. 単位が認定される授業 

4. 海外教育機関と共同実施
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オーストラリア研修の目的

オーストラリアの現代多文化共生社会における、
地球的・社会的課題を理解し、
実地調査や日本との比較考察を含む分析を通じて
新たな視野や多角的な視点を得て、深く考え、発信する力を
身につけた学生を育成すること

The overall aim of the course is to foster students who will have acquired the 
ability to think analytically and deeply about contemporary Australian social 
issues from a new and multiple perspectives through comparative and policy 
analysis of social issues in Australia. 
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コース概要　（日本国内）

1. 事前集中英語合宿研修（希望者のみ）
2021年2月11日－13日

2. 事前研修（全員：渡航前の実地調査・社会政策分析手法講義、事前資
料読み込み、調査票準備　
2021年2月14日－16日午前中のみ



事前研修（希望者のみ） NOTE: Venue may change  
Timing Morning Afternoon Evening 

February 11
(Friday)

Travel to the venue
https://takaone.jp/ho
tel/training_camp/
13,000 yen/pax (2 
nights stay+all meals)

13:00 Meet at 
Takao-san station, check 
in 
14:00-15:30 Session 1
15:45--17:30 Session2 

18:00 dinner
19:00-21:00 Session3

February 12
(Saturday)

5:00-8:30 morning 
hike & takeaway BF
9:00-12:00 Session 4

12:00-13:00 Lunch
13:00-14:30 Session 5
14:45--17:30 Session6 

18:00 dinner
19:00-21:00 Season 7

February 13
(Sunday)

7:00-8:30 BF
9:00-10:30 Session 8
10:45-12:15 Session 9

12:15-13:15 Lunch
13:30-15:00 Session 10
Closing 

Travel home



事前研修（全員参加） 
Timing Course contents

Class1
February 14 
(Monday)
9:30-12:30

1.Introduction to the course
2.Introduction to Social Issues/problems in Australia  (Lecture: Assistant 
Prof. Naomi Berman) 
3.Group review, feedback and discussions on assignment 

Class 2
February 15
(Tuesday) 
9:30-12:30

1.Introduction to Field research method and conceptual and theoretical 
framework in conducting field research (Dr.Sato,Lecturer) 
2.Designing field research plan including roles and responsibilities of the 
group members (Group work) 

Class 3
Feb 16 
(Wednesday)
9:30-12:30 

1.Sharing the field research plan with other groups and receive 
feedback/comments 
2. Pre-departure orientation session 
3. On-line pre-test taking 
Each student will take pre-test of Sydney University online English 
program



コース概要　（現地研修）

1. 海外渡航研修　2021年2月25 or 26 日－3月11発/12日 日本着　　　但

し出発日はホテルでの隔離（現在は14日）義務があるかないかによる

2. 本学の学生向けのシドニー大学付属機関での英語授業(Business 
and Leadership Communication) 18-20 時間／週（午前）

3. 講義、ワークショップ、シドニー大学学生との交流活動

4. 現地調査を含むフィールドワーク

5. 最終プロジェクト発表準備・発表（最終日）
6.







単位授与条件

やむを得ない場合を除き、 以下の全ての活動に積極的に参加

し、目標を達成したと東京大学及びUniversit of Sydney CET 教員

に認められること。

●授業前研修参加・準備（実地調査プロトコールの作成)　　コース成績の10％

●授業への積極的な個人及びグループ活動への参加　　 コース成績の40%
●プロジェクトプレゼンテーション             コース成績の30％

●最終研修報告レポート　　 コース成績の20％



最終プロジェクトと報告レポート

1. 最大3〜4人のグループ

2. プレゼンテーション（ppt、plezi、または同等のコンテンツ形式での）

3. 日本での事前研修後に、研究計画（調査する社会的課題、手法、質問票作成

など）をグループごとに作成しコーディネーターおよびサブコーディネーターの

レビューを受ける

4. 最終プロジェクト発表は研修最終日に行われます。

5. 最終研修報告レポート（上記のプレゼンテーションとは異なります）は、最終プ

レゼンテーションの参加者からのフィードバックを取り入れて、旅行後1週間以

内にコーディネーターに提出する必要があります。フォーマットやその他の詳細

を示したガイドラインを研修初期に配布します。
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滞在先

Youth hostel 
(予定)

■ シェアルーム

■ エアコン付き

■ 食堂・カフェあ

り（朝食付）

■ 無料Wi-Fi

■ 専用バスルー

ム



費用の概算（AUD1=83.46円・10/11現在）

費目 学生自己負担 国際研修・大学負担

授業料 約15万円 (AUD1,800) 講師（現地）代金、プログラム運
営費、教材費

渡航費用（航空券）・宿泊費
（朝食付）

約25万円（昨年度のレートであるため、今
後変動する可能性がある）

引率教職員渡航費

現地隔離費用（14日間）
https://www.nsw.gov.au/quarantine/fees-and-pa
yment#toc-fees-for-quarantine

14日　約25万円(AUD3,000/pax)
（今後金額、期間が変動する可能性あり ）

食費(昼食・夕食） 約14万円(1万円/日) 学生奨励金

課外活動交通費 約1万円程度 課外活動費用一部負担

日本国内旅費（自宅-空港） ５千円程度

海外保険費・OSSMA 昨年：1.3万円　OSSMA：５千円

その他 土産代など 報告書作成、WIFIルーター



個別ガイダンス10月14日

受講希望申請（Google Form, UTASシラバス掲示板）10月29日23:59

書類選考：面接11月1-12

履修許可連絡＆渡航可否判断＆旅行会社向け申込書・誓約書その他書類提出11月下旬

履修登録修正•訂正12月6日(月) ～ 10日(金) 16：50（前期課程）、11月29日～12月10（後期課程）12月10日までに

各種費用支払い12-1月頃

出発前授業、安全管理セミナー（全員参加必須）2月14-16日 (AM)

渡豪2月25/6日-3月12/13

成果報告レポート提出3月18日

2月11-13日（終日） 事前授業英語合宿（希望者のみ）



Enquiries: sakurai@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

受講希望申請

受講希望者は、10月29日(金）23:59までに、以下のフォーム（オーストラリア
研修受講希望申請書）から、受講希望申請書を提出してください。

https://docs.google.com/forms/d/1j7gPl8ulRdJTsyJBV1EUJeiqww1DK-Cu
XL4dChmivGg/edit

Ee



対象履修生

 
1. 応募時の英語運用力は問わない

2. 海外経験の少ない、または全くない初級・中級レベルの学生で、学習
意欲の高い学生を優先する

3. 応募者選抜は、応募書類のレビュー及び選抜インタビュー

4. 事前学習などにより、基本的な該当分野における知識を身につけ、基
本的な英語理解能力があれば、オーストラリアの社会課題に関する英
語論文・文献を理解することが可能となり、この研修をより充実したもの
にすることが可能となる

5. オンラインでも履修したいというような学生は歓迎
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奨学金の受給について

1) 国際研修学生奨励金　金額：6万円X18名

2) 日本学生支援機構(JASSO) 海外留学支援制度(協定派遣・協定受入)2021年
度重点政策枠(SGU)　ANUからシドニー大学へ再配分
金額は7万円X18名（但し現時点では日本政府は９ヶ月以上の留学にしか奨
学金授与を認めていない）

3) その他大学公募、個人応募の奨学金に各自応募
https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/go-global/ja/scholarship-list.html
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Covid-19流行下における海外渡航にかかる
提出書類・安全ガイドライン

  「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行下にお

ける海外渡航ならびに海外からの入国について(第2
報)」（2021年10月11日更新）

URL：https://www.c.u-tokyo.ac.jp/index.html
（研究科HPトップページ掲載）

 
「海外渡航にかかる提出書類の変更について」（2021
年10月11日）

URL：https://www.c.u-tokyo.ac.jp/faculty/covid19/in
dex.html
  （HOME＞教職員TOP＞教職員の方＞ 新型コロナウ

イルス感染症に関連する対応）



超短期海外渡航の可能性

文科省/本部の認可は出ていない

Benefit VS RISK 
短期の渡航プログラム は、諸制限を考慮に入れてもなお顕著な教育的意義がある

かどうか熟慮の上で実施可否を検討 
Alternative Options VS No options 

オンライン形式による代替措置が不可能な渡航計画に関しては、上記「3 研究上の

渡 航と入国に関するガイドライン」に準じて計画を立案

Degree of acceptance 
情勢急変のリス クがあること、キャンセル料がかかること、渡航先や日本再入国時

において諸制限が課せられること 
Affordability 23



Important Decision Factors
1. 渡航の必要性と渡航を可としうる相当な理由・状況(具体的に)
2. 渡航国・地域の感染状況、医療体制への対応

3. 渡航国・地域への入国制限措置(ワクチン接種済またはPCR検査予定等)への

対応

4. 渡航国・地域での入国後の行動制限措置(隔離を含む検疫の強化、不感染証

明書の提出義務等)への対応

5. 用務先機関(大学や研究所)への入構制限措置及び入構後の行動制限措置

(マスク着用義務、健康報告 の提出義務等)への対応

「海外渡航における感染対策等注意事項確認書」
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海外危険情報

25ttps://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_071.html#ad-image-0

新型コロナウイルスのワクチン接種を済ませた国民とその親族に対して11月から国
境を開放し、自由に入国できる 
 
 
 



注意! 手続き上の留意事項
○ オーストラリア・日本双方の出入国規制に伴い、オーストラリア渡航が不可能となる場合が

あり、またその場合、研修の延期あるいは日本実施型ハイフレックス研修に切り替わる可
能性が高い

○ 本授業の成績がでるのは前期課程修了判定後となる
○ 受講が許可されなかった場合UTaskから自身で登録を取りやめること

○ 大学が航空券・宿泊先を手配する（自分で航空券の購入や別便での渡航は不可）

○ 現地集合、解散はできない

○ 受講にあたり誓約書を提出する

○ ワクチンは打っていないと実質的に行けない可能性が高い

○ オーストラリアに入るために必要な書類がある場合はそれを取るということは自分の責任

○ オーストラリアは入国を認めた人に対し、ホテルで14日間の隔離を義務づけている。費用
の3000オーストラリアドル（約24万円）は入国者が負担（今後７日間・自宅待機に変更可能
性あり）https://www.bbc.com/japanese/58758146）
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Enquiries: sakurai@g.ecc.u-tokyo.ac.jp 27/ 30

自分の身を守るために
「野外活動（海外）の安全衛生事前チェックリスト」
（環境安全本部の「野外活動における安全衛生管
理・事故防止指針」参照）

連絡先一覧(携行用)／救急医薬品

「東京大学海外渡航危機管理ガイドブック」

「海外渡航届」教務課に提出

Ee



個別ガイダンス10月14日

受講希望申請（Google Form, UTASシラバス掲示板）10月29日23:59

書類選考：面接11月1-12

履修許可連絡＆渡航可否判断＆旅行会社向け申込書・誓約書その他書類提出11月下旬

履修登録修正•訂正12月6日(月) ～ 10日(金) 16：50（前期課程）、11月29日～12月10（後期課程）12月10日までに

各種費用支払い12-1月頃

出発前授業、安全管理セミナー（全員参加必須）2月14-16日 (AM)

渡豪2月25/6日-3月12/13

成果報告レポート提出3月18日

2月11-13日（終日） 事前授業英語合宿（希望者のみ）




